
　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
検
討
委
員
会
や

市
民
説
明
会
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意

見
募
集
）、
市
議
会
な
ど
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27

年
３
月
に
は
「
基
本
計
画
」
を
策
定
。
こ

の
た
び
「
基
本
設
計
」
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

　
「
市
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
」
の
「
市

民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
」
を
目
指
し
、
今

後
も
市
民
の
参
画
と
協
働
、
情
報
開
示
を

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
事
業
の
進
み
具

合
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
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「
基
本
設
計
」
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
「
基
本
設
計
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
市
復
興
推
進
課
（
市
役
所
４

階
）、
各
総
合
事
務
所
、
各
出
張
所
、
市
立
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.m
iyako.iw

ate.jp/fukkou/sigaitisisetusuisinnsitu_toppu.htm
l

）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
復
興
推
進
課
市
街
地
施
設
推
進
室
（
☎
�
９
０
８
９
）　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業

エントランスゲート
（通路出入口）

市民交流センター（仮称）
市本庁舎

保健センター
避難通路（自由通路）

【計画概要】

※数値などは変わる場合があります

■建設地　宮古市宮町一丁目、南町、
山口第一地割の各一部
■敷地面積　約16,766㎡
■主要用途　市民交流センター（仮称）、
市本庁舎、保健センター
■建築面積　約4,879㎡
■延床面積　約14,359㎡
■構造種別　鉄骨造
■階数　地上６階
■高さ　約28ｍ
■付属施設　避難通路（自由通路）、エ
ントランスゲート（通路出入口）、公用
車車庫棟

【ＪＲ宮古駅北側から見た外観イメージ】

ＪＲ宮古駅



　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
て

計
画
し
ま
し
た
。
各
部
署
な
ど

の
配
置
に
つ
い
て
は
、上
の︻
各

施
設
の
階
層
構
成
と
主
な
配
置

機
能
︼
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
市
民
が
使
い
や
す
い
低
層
部

　
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
と
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」

は
２
階
建
て
と
し
ま
す
。「
市

本
庁
舎
」
の
１
・
２
階
に
は
、

市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
窓
口

を
配
置
。
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を

持
っ
た
人
が
行
き
交
い
、
多
く

の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
で
、
新

た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
業
務
の
連
携
に
配
慮
し
た
高

層
部

　
「
市
本
庁
舎
」
の
３
・
４
階

に
執
務
エ
リ
ア
を
配
置
。
ま
た

４
階
に
特
別
職
エ
リ
ア
と
災
害

対
策
エ
リ
ア
を
隣
接
さ
せ
、
災

害
時
の
指
揮
系
統
の
迅
速
な
連

携
を
図
り
ま
す
。

●
傍
聴
し
や
す
い
議
会

　
「
市
本
庁
舎
」
５
階
の
議
会

エ
リ
ア
に
は
、
議

会
傍
聴
者
の
た
め

の
ロ
ビ
ー
な
ど
を

配
置
。
傍
聴
席
へ

は
誰
も
が
出
入
り

し
や
す
く
、
席
か

ら
議
場
の
様
子
が

分
か
り
や
す
い
配

置
と
し
ま
す
。

●
耐
震

　

大
地
震
で
も
倒

壊
し
な
い
よ
う
、

国
が
定
め
る
耐
震

安
全
性
の
中
で
最

も
高
い
Ⅰ
類
（
建

築
基
準
法
の
１
・

５
倍
の
強
度
）を
確
保
し
ま
す
。

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

災
害
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
え
た
時
に
も
、
防
災
拠
点

と
し
て
機
能
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
非
常
用
自
家
発
電
機
・
耐

震
性
緊
急
貯
水
槽
な
ど
を
設
置

し
ま
す
。

●
被
災
者
支
援

　
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
を
災
害
発
生
直
後
の
一

時
避
難
場
所
と
し
、
被
災
者
を

受
け
入
れ
ま
す
。「
保
健
セ
ン

タ
ー
」
は
緊
急
時
の
被
災
者
の

健
康
維
持
や
、
医
療
チ
ー
ム
な

ど
の
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
と

な
り
ま
す
。

●
洪
水
・
浸
水
対
策

　

施
設
１
階
の
床
の
高
さ
を
周

辺
の
地
盤
よ
り
約
１
㍍
高
く
し

ま
す
。
防
災
備
蓄
倉
庫
と
機
材

倉
庫
は
さ
ら
に
50
㌢
㍍
高
い
位

置
に
し
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
意
識
を
向
上

　
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
内
に
「
防
災
展
示
学
習

ゾ
ー
ン
」
を
設
け
ま
す
。
ま
た

救
援
活
動
な
ど
を
行
え
る
半
屋

外
施
設
「
防
災
広
場
」
を
設
置

し
ま
す
。

●
災
害
支
援
活
動
の
拠
点
に

　

駐
車
場
は
、
災
害
時
に
は
緊

急
・
救
援
車
両
の
活
動
拠
点
と
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※
６
㌻
に
続
く

　

階
層
構
成

■各施設の階層構成と主な配置機能
市本庁舎

６階 ●建物管理エリア
電気室、発電機室

５階
●議会エリア
議場、傍聴者ロビー、議会図書館、
議会事務局

４階

●特別職エリア
市長、副市長、秘書
●災害対策エリア
危機管理課、災害対策本部
●執務エリア
総務部、企画部

３階 ●執務エリア
教育委員会事務局、都市整備部保健センター 市民交流センター（仮称）

２階
●事業実施エリア
保健・健康指導、健診など

●執務エリア
窓口（税務課）、産業振興部

多目的ホール、音楽スタジオ、軽運動
スタジオ、カフェ、子どもふれあいコー
ナー、和室、創作活動室

１階
●執務エリア
窓口（健康課）

●執務エリア
窓口（総合窓口課、生活課、福
祉課、介護保険課）

防災展示学習ゾーン、情報提供コー
ナー、オープンスペース、会議室、防
災広場

「市庁舎の位置を変更する条例」が可決

　２月１日に開かれた臨時市議会で、市の本庁
舎と分庁舎の位置を現在地から「宮古市宮町一
丁目１番30号」に改正する条例案を提出しまし
た。記名投票による採決の結果、19対９の賛成
多数で可決されました。※同条例案は、地方自
治法で「出席議員の３分の２以上の同意が必要」
と定められています
　今後、28年度は「実施設計」作業を行い、建
設工事に着手。30年夏の完成を目指します。

  

防
災
計
画

【施設の配置】
▷「市本庁舎」「市民交流
センター（仮称）」「保健
センター」の３つを一つ
の建物として建設。移動
がしやすい便利な施設を
目指します。▷周辺地域
への圧迫感や日当たりを
考慮し、６階建ての「市
本庁舎」を中央に配置し
ます。【右㌻上図参照】



市本庁舎

保健センター

避
難
通
路（
自
由
通
路
）

来客用駐車場

国道106号へ

ＪＲ宮古駅

駅前広場
三陸鉄道宮古駅

出逢
あ

い橋

エントランスゲート

市民交流センター（仮称）

施設内通路
「みやこモール（仮称）」

人の流れ（動線）
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※
５
㌻
か
ら
続
く

な
り
ま
す
。「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
内
の
防
災
備

蓄
倉
庫
や
機
材
倉
庫
は
、
物
資

の
搬
出
入
、
支
援
物
資
の
受
け

入
れ
な
ど
の
災
害
支
援
活
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
配

置
し
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
て

計
画
し
ま
し
た
。

●
ス
ム
ー
ズ
な
動
線

　

施
設
内
通
路
「
み
や
こ
モ
ー

ル
（
仮
称
）」
を
起
点
と
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
動
線
を
計
画
し
ま

す
。
目
的
地
へ
の
経
路
は
、
分

か
り
や
す
い
サ
イ
ン
（
表
示
）

で
案
内
。
安
全
で
、
歩
い
て
い

て
楽
し
い
活
気
あ
ふ
れ
る
空
間

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
下
の

︻
施
設
の
利
用
イ
メ
ー
ジ
︼
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
設
置

　

誰
も
が
自
由
に
利
用

で
き
る
「
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
」
を
「
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

の
１
階
に
設
置
し
ま

す
。
左
㌻
の
︻
内
観
イ

メ
ー
ジ
︼
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

施
設
の
利
用

【施設の利用イメージ】

市本庁舎

■事業費の内訳（単位：億円）  

種別 金額

施設建設費（外構、
造成費などを含む） 86.0

設計費、備品消耗品
費など 8.7

用地取得費など 7.3

自由通路（避難経路）
の整備費 8.0

合計 110.0

■施設規模（単位：㎡）

施設名 延床面積 概要

市民交流セン
ター（仮称） 約4,831 災害発生時の一時避難者想定人数などを基に計画

市本庁舎 約8,254
市の将来目標職員数（平成33年度）や、
市議会議員数などを基に計画　
※現在の市庁舎面積は約9,835㎡

保健センター 約1,274 被災前の規模（950㎡）に、エレベーターや多目的トイレ、授乳室などを追加

合計 約14,359

■財源の内訳（単位：億円）

種別 金額

復興交付金 29.7

災害復旧費 2.7

地域医療再生臨時特
例交付金 2.0

合併特例債 55.3

震災復興特別交付税 12.6

一般財源（市の負担） 7.7

合計 110.0
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こ
れ
ま
で
市
民
説
明
会
な
ど

で
特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
質
問

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
来
客
用
駐
車
場
が
混
み
合

う
の
で
は
？

Ａ
．
現
在
の
市
役
所
の
利
用
状

況
な
ど
を
参
考
に
、
駐
車
場
は

１
４
０
台
（
駐
輪
場
は
１
０
４

台
）
の
計
画
で
す
。
た
だ
し
今

回
の
施
設
は
宮
古
駅
に
隣
接

し
、
長
時
間
の
駐
車
や
放
置
自

転
車
の
懸
念
が
あ

り
ま
す
。

　

駐
車
場
を
有
料

に
し
、
施
設
利
用

者
は
一
定
時
間
無

料
と
す
る
な
ど
の

仕
組
み
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
宮
古

駅
北
側
の
市
営
駐

車
場
と
の
一
体
運

用
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
す
。

Ｑ
．
避
難
通
路（
自

由
通
路
）
は
、
い

つ
で
も
、
誰
で
も

利
用
で
き
る
の
で

す
か
？

Ａ
．
利
用
時
間
帯

は
公
共
交
通
の
始
発
か
ら
最
終

便
ま
で
の
時
間
を
基
本
と
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
に
も

開
放
す
る
か
ど
う
か
、
管
理
方

法
な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
し
、

車
椅
子
や
杖
歩
行
の
方
、
自
転

車
（
手
押
し
）
も
通
行
で
き
る

よ
う
に
計
画
し
ま
す
。

※
避
難
通
路
（
自
由
通
路
）
は

幅
４
㍍
程
度
の
歩
行
者
専
用
通

路
で
、
災
害
発
生
時
の
安
全
な

避
難
の
た
め
に
設
置
し
ま
す

　

Ｑ
＆
Ａ

【市民交流センター（仮称）１階の内観イメージ】

市本庁舎

オープンスペース

【環境計画】
●太陽光発電や地中熱、エコボイド（吹抜け）に
よる自然換気・採光など、自然エネルギーを積極
的に利用して、空調や照明の負荷を低減します。
●床からの冷暖房放射空調方式システムやLED照
明など、高効率な設備機器やシステムを採用し、
快適かつ省エネルギーに配慮した環境にやさしい
施設として計画します。

市民説明会の様子（花輪農村文化伝承館）

【にぎわいを感じる施設】
　ガラス仕切りを多く取り入れ、施設内の
様子が外からも感じられるようにします。

「出前講座」に伺います！

　宮古駅南側で計画している施設について、皆さん
のところに出向いて説明します（市まちづくりふれ
あい講座として実施）。
■対象　市内に在住、在勤または在学する５人以上
で構成されたグループ（団体、サークル、自治会など）
※会場の手配（市内であること。個人宅は不可。会
場使用料はご負担ください）や当日の進行などは、
申込者（主催者）が行ってください
■時間　午前９時から午後９時までの２時間以内
■申し込み方法　申込書を持参・郵送・ファクス・
電子メールのいずれかで提出してください。申込書
は市役所、各総合事務所、各出張所で配布するほか、
市ホームページ（http://www.city.miyako.iwate.jp/
shogai/matidukuri_koza.html）からもダウンロード
できます。※日程調整をお願いする場合があります
■申込期限　開催希望日の２週間前まで
■申込先・問い合わせ　市教委生涯学習課社会教育
担当（新里庁舎２階、〒027-8501住所不要、
☎68-9119、f72-2176）


